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共通科目英語の 2011 年新カリキュラムとその評価
Interim Report on 2011 English curriculum

長　井　克　己（大学教育開発センター准教授）

はじめに

　このレポートは香川大学で全学共通として開講している英語科目の 2011 年新カリキュラムについ

ての中間報告であり、以下の構成を取る。

　１．新カリキュラムの変更点 

　　　2011 年度に開始した新カリキュラムの概要紹介

　２．2011 年新カリキュラムに関する教員と学生向けアンケート調査（7月）

　　　2011 年前期末に行った教員及び学生向け質問紙調査の結果を中間報告

　　　（新カリキュラムがどのようなスタートを切ったか、教員と学生の意見を把握）

　３．2011 年新カリキュラムに関する学生向けアンケート調査（12 月）

　　　（後期より開始した習熟度別クラスへの評価を含む学生からの意見）

　４．2011 年度 1年生の TOEIC テスト学部別成績分布

　　　（2011 年 7 月と 12 月に行った TOEIC の成績分布データ）

　５．2011 年度 1年生年度新カリキュラムの評価

　　　（まとめ）

１．新カリキュラムの変更点

　2011 年カリキュラムは旧 2006 年共通科目英語カリキュラムの理念を引き継いだもので、その目

標である「英語によるコミュニケーション能力の育成」が、そのまま各科目の名称 (Communicative 

English Ⅰ（１年前期）/ Ⅱ（同後期）/ Ⅲ（２年前期）/ Ⅳ（２年後期）) となっている。異文化の

理解や文学作品の鑑賞を目標とせず、スムースなコミュニケーションを基本として、ライティングや

プレゼンテーション等の極めて実用的な目標がこれらの科目では設定されている。具体的な変更にあ

たっては、（１）１クラスの学生数を 25 名程度に少人数化すること、（２）TOEIC テストを利用した

習熟度別クラス編成とすること、（３）e-learning を取り入れ、自学自習の促進を図ること、の３点が

旧カリキュラムと比較した大きな変化である。クラス数の増加に対応するため、教育に専念する特命

講師３名の配置を受けたことも、重要な変化である。また、旧カリキュラムに存在した日本人教員と

ネイティブ教員の区別を取り払い、１年生からネイティブ教員の授業を受けたり、日本人教員がスピー

チの指導をしたりすることも可能な編成となっている。
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　図１に典型的な履修パターンを示す。本学では教育学部学校教員養成課程以外の学生は英語４単位

が卒業要件となり、入学後１年間必ず Communicative English Ⅰ ( 前期 ) 及び Communicative English 

Ⅱ ( 後期 )を履修する。大部分の学生が卒業要件として英語を６単位履修するので、その場合２年生

で Communicative English Ⅲ ( 前期 )と Communicative English Ⅳ ( 後期 )も必修となる。上級英語は

幸町、医学部、工学部で開講されているが、現行のカリキュラムでは語学（英語）の卒業要件単位と

しては認められていない。

２．2011 年新カリキュラムに関する教員と学生向けアンケート調査（７月）

　本年度より実施の新カリキュラムの形成的評価を得るため、本年７月に教員及び学生にアンケート

調査を実施した。回答数は教員 17、学生 1,219（TOEIC と同時実施）であった。以下の図でその結果

を示し、その下部に関連する自由記述欄（教員のみ）の意見を紹介する。各項目に関連した新カリキュ

ラムの具体的内容については、実際のシラバス（全学共通科目シラバスⅡ 外国語編）の「授業の概要」

「授業の目的・達成目標」「授業及び学習の方法」「授業計画」「教科書」を参照されたい。

図１　現行カリキュラムによる英語履修例
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新カリキュラムではクラスの少人数化を目指し、本年度から一部実施しています。少人数化に

関して、実際の授業でお気づきになったことがありましたらお教えください（教員向）

図２　クラスの少人数化についての教員の意見

・　人数が減ったので、指名したりする回数も増え、いいと思います。

・　１人１人に理解を確認できる時間が増えた。

・　当たる回数が増え、集中している様子である。

・　授業参加という面で格段に進展した。全員で口を開き、英語を口にする機会を得ようというス

ローガンで、クラス全員参加が実現した。

・　きめ細かくできる。

・　１回の授業で当たる回数が 1.5 回から２回になり、学生たちは緊張感を持って受講している。

・　授業で１人の回答数が多くなった。

・　小テスト、課題などがやり易く、少人数化はよいと思います。

・　学生とのコミュニケーションが取りやすく、反応が良くなったように感じます。

・　多くても20人以下にならないと、少人数化の効果は教えている側には出てこないような気がします。

２種類の教材（学部別教科書と自習（e-learning）対応 TOEIC 向け教科書）のバランス（時間と

評価の配分）についてお聞かせください（教員向）

図３　２冊の教科書の使用法についての教員の意見

・ TOEIC 向け教科書に充てる時間が 20 分では足りず、その結果学部別教科書の扱いが不充分なも

のとなって、まさに二兎を追う者は一兎をも得ずの結果となっている。

・ 今のままでは盛りだくさんすぎて、全てが中途半端消化不良の感じです。思い切って完全に家庭

学習にし、テキストも中途半端な物ではなく、解答解説付きの物を渡して自習しやすいようにし

てはどうでしょうか。
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・ 分量が多すぎると思います。

・ TOEIC を受験させるならそれに集中し、１種類のテキストを完全に終えた方がいいのではないか。

・ どんなに頑張っても学部別教科書の方に遅れが生じてしまった。上手な配分ができなかった。

・ 補助資料を作成して臨んでも時間的しわ寄せは学部別教科書の方に来てしまうという展開が免れ

なかった。

・ TOEIC を受けることが義務なら、TOEIC（の教科書を使うべき）

・ バランスはよいのですが時間が絶対的に不足してしまいます。バランスを保とうとすると未消化

に終わってしまいジレンマがあります。バランスを変えるか、両者の内容を減らすかの検討をい

ただきたく存じます。

・ シラバスの時間配分通りにできる分量なのかがよく分からない。TOEIC の教科書の場合、パワポ

を利用して効率化を図るのだが、それでも流し作業的に解説してようやく 30 分を切るペースにし

かならない。

授業用教科書（DVD 付）についてどう思いますか（内：教員、外：学生）

図４　授業用教科書（学部別の TOEIC 対策でない方）について

・ 最初のうち、機械の使い方がよく分からず、かなり手間取りました。

・ 映像と日本語の文で、内容がほとんど分かってしまっている。

・ 非英語圏の人間の訛りのある英語は、実力のある者しか理解できません。正しい発音をより多く

聞かせる教材にすべきだと思います。

・ 難易度の判断が欠けている。

・ 工学部のレベルにはあっていない。特に DVD による部分。

TOEIC 対応の全学共通教科書についてどう思いますか（内：教員、外：学生）

図５　TOEIC 対応の全学共通教科書についての意見（前期）
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・ TOEIC 問題解きのみに終始させない工夫がなされ、学生にも良いリズムとなり、また、基礎的総

合力を補足し充実させるのに役立った。

・ 昨年度の後期に使用したばかりなので、先輩たちから解答が漏れている様子。

・ 自習教材としてしまうには不親切なテキスト。

TOEIC 対応の e-learning（インターネット利用の自習）についてどう思いますか（内：教員、外：

学生）

図６　TOEIC 対応の e-learning についての意見（前期）

・ 月１回の学習状況の報告では、きめ細かい指導がしにくい。

・ 毎月末配布されるクラス別の総得点、学習した問題数、チャレンジ回数、学習時間の各データが

何を意味し、どのように評価し、どのように学生を指導すべきか皆目分からないのが困りました。

２年生でも TOEIC対応の内容を学習したい・させたいと思いますか（内：教員、外：学生）

図７　２年次生でも TOEIC 対応の授業が良いと思うか

・ TOEIC の学習は communicative なんでしょうか。

・ 個人勉強でいいと思います。
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新カリキュラムは“Communicative”な内容になっていると思いますか（教員向）

図８　新カリキュラムの理念について教員の意見

・ 昔に比べれば昨年度までの授業も communicative なものであったので、今年度より特段に

communicative になったという印象はない。

・ TOEIC 学習への意欲・関心が学生によってかなり差があるように思う。

・ DVD の使い方に不慣れがあったため、かなり手間取りました。

・ コンテンツは communicative な物だけに、授業そのものも communicative な構成にしたいと考えて

しまうのですが、そうするためにはもう少し時間のゆとりが必要です。

・ 学部用教科書は１年で１冊でも良いのではないでしょうか。

・ 目的を絞って教科書を１つにするか、教科書選びは教員に任せるか、難しいところです。

・ 印刷資料の部数が多すぎます。20 人のクラスに 40 枚入っています。紙の資源を無駄にしないよ

うにしてください。

・ communicative なるものを全員が求める単一の物としてとらえるのはそろそろ終わりにしてはどう

かと思う。academic なるものを求めることも必要だと思う。

・ 今日はこれを勉強した、と思わせるものを示すことができない。全ての活動が薄すぎる感がある。

・ 800 から 1,200 語程度のエッセイと、500 語程度の易しい BBC ドキュメンタリーと、TOEIC 

e-leanring といった構成がいいのでは。

・ 試み自体はとてもいいと思うのですが、うまく機能していない気がします。

授業でもっと学習したいことは何ですか（学生向）

図９　学生が更に学習したいと思っていること
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３．2011 年新カリキュラムに関する学生向けアンケート調査（12 月）

　2011 年 12 月に実施した TOEIC テストのマークシートを利用し、１年次生の英語受講学生全員にア

ンケート調査を実施した。図 10 にその結果を示す。数字は回答者数である。

図 10　全１年次生の新カリキュラムへの意見

Ⅰ．後期のクラス分けは、前期の TOEIC テスト
の成績によりレベル（習熟度）別に編成されて
います。
前期と比べて学習しやすく、良いと思いますか？

Ⅱ．２冊の教科書に費やす時間は、どのような
配分が適当だと思いますか？

Ⅲ．TOEIC 対応の全学共通教科書についてど
う思いますか？

Ⅵ．２年生の英語の授業で最も学びたいものは
何ですか？

Ⅴ．TOEIC 対応の e-learning（インターネット
利用の自習）についてどう思いますか？

Ⅳ．授業で使用している教科書（TOEIC 対応の
全学共通教科書でない方）についてどう思い
ますか？
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　学生の英語力による回答の違いを見るため TOEIC の総合得点で全学生を４等分し、上位 25％の学

生だけを集計したのが図 11 であり、下位 25％の学生だけを集計したものが図 12 である。75 パーセ

ンタイルは 490、25 パーセンタイルは 340 であり、実際のクラス分け（教科書が上級・中級・初級に

分かれている）の平均点とは、少し隔たりがあることに留意されたい。

図 11　１年次生成績上位群 (25％) の意見

Ⅰ．後期のクラス分けは、前期の TOEIC テスト
の成績によりレベル（習熟度）別に編成されて
います。
前期と比べて学習しやすく、良いと思いますか？

Ⅱ．２冊の教科書に費やす時間は、どのような
配分が適当だと思いますか？

Ⅲ．TOEIC 対応の全学共通教科書についてど
う思いますか？

Ⅵ．２年生の英語の授業で最も学びたいものは
何ですか？

Ⅴ．TOEIC 対応の e-learning（インターネット
利用の自習）についてどう思いますか？

Ⅳ．授業で使用している教科書（TOEIC 対応の
全学共通教科書でない方）についてどう思い
ますか？
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図 12　１年次生成績下位群 (25％) の意見

Ⅰ．後期のクラス分けは、前期の TOEIC テスト
の成績によりレベル（習熟度）別に編成されて
います。
前期と比べて学習しやすく、良いと思いますか？

Ⅱ．２冊の教科書に費やす時間は、どのような
配分が適当だと思いますか？

Ⅲ．TOEIC 対応の全学共通教科書についてど
う思いますか？

Ⅵ．２年生の英語の授業で最も学びたいものは
何ですか？

Ⅴ．TOEIC 対応の e-learning（インターネット
利用の自習）についてどう思いますか？

Ⅳ．授業で使用している教科書（TOEIC 対応の
全学共通教科書でない方）についてどう思い
ますか？
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４．2011 年度１年次生の TOEIC テスト学部別成績分布

　左側が前期末の７月、右側が後期末の 12 月に行われた TOEIC-IP テストの成績分布である。受験

者数は takers で、平均点は mean で示し、左の目盛り (340- など)がリスニングセクションとリーディ

ングセクションの得点範囲を、右の目盛り (700- など) がトータルスコアの得点範囲を、それぞれ示

している。目盛りに挟まれた数字が学生数を示す。

　　　　　　表１　2011 年度１年次生の TOEIC テスト成績分布
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　　　　　　 表２　2011 年度１年次生の TOEIC テスト成績分布（続き）
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５．新カリキュラムの評価

　クラスの少人数化は、学生からも教員からも概ね高評価を得ている。特に教員側から授業がやりや

すくなった、授業の内容が変わった、との意見が多い。30 名から 25 名になっただけでは大きな変化

ではなく、更なる少人数化を進めるべき、との意見もある。

　習熟度別クラス編成について、学生は習熟度にかかわらず概ね好意的な評価を出している。初級ク

ラスの学生から不評を買うのではと心配したが、学びやすくなったというメリットが学生にも感じ

られているのではないか。そのことは下位 25％の学生の多くが、全学統一の教科書と、その自習用

e-learning を「難しい」と感じていることからも推測される。

　一方、評価の公平性を保つことの難しさは大きな問題である。例えば初級クラスでは原則として

「優」評価はつけない、のような意見統一を行ってはいるが、上級クラスになったために「秀」評価

が取れない、あるいは、楽をするために意図的に初級クラスを目指す、などの問題が生じないよう注

意していく必要がある。また、学生による授業評価に関して、再履修者や動機の低い学生が集中する

クラスを担当する教員と、やる気満々の学生しかいない上級クラスを担当するネイティブ教員との間

には、例年差が生じている。それらを教員評価データとして、人事評価に使用することは適切ではない。

　少人数化が進んだとはいえ１クラスの学生数が 30 名近い現状では、個別の指導と練習には限界が

ある。また本学の場合１年次生の英語が週１コマしかなく、２単位科目としての説明責任を果たすた

め、学生の自主的学習に頼らざるを得ない現状がある。そのため 2011 年新カリキュラムでは教科書

の出版社と連携し、新規に「リンガポルタ」という e-learning を導入した。これについては長尾特命

教員による別稿があるので、そちらを参照されたい。この e-learning はインターネット経由で外部の

サーバを利用するため、本学にその設置費用も保守管理費用も発生しない。現在までのところ昨年度

まで運用した「ネットアカデミー」と同様に安定稼働しており、2013 年度からは本学で開発した教科

書・教材を使用できるよう、準備を進めているところである。

　２年次生向け科目については、本年度は旧カリキュラムのままである。各キャンパスで開講するた

め、工・農・医学部キャンパスではどうしても開講科目数が限られてしまい、学生の選択の幅が幸町

に比べて狭くなっている。３年生以上向けの上級英語ではキャンパス間でレベルに大きな差が生じて

いることや、時間帯によっては受講生が少なかったり、上級ではない学生が学部開講科目への読替の

ため再履修したりすることも問題となっている。高学年向け教養科目としての取り扱いの是非と、内

容・科目名の変更を検討しているところである。

　いわゆる全入時代に入学する学生の英語力の変化に伴い、学生を受け入れる側も、常にカリキュラ

ムを改善し対応していくことが求められる。昭和の時代に見られたアカデミックの名の下の自由放任

主義を改め、全学生に確かな英語コミュニケーション力・プレゼンテーション力を身につけさせるこ

とを目標とした、本学の英語カリキュラムはその趣旨に誤りがあるとは考えられない。その確実な実

施のため、修学支援グループと共通科目英語領域会議所属の全英語教員はもちろん、各部局の教職員

や非常勤講師へも、改めて協力をお願いしなければならないと感じている。


